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D E A I � K O K A

１
５
０
人
以
上
の
若
手
作
家
の
作
品
並
ぶ

第
八
回
信
楽
作
家
市

　
「
第
八
回
信
楽
作
家
市
」
が
５
月
２
日
か
ら
５
日
、

県
立
陶
芸
の
森
で
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
大
勢
の

方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
約
70
あ
る
広
場
の
テ
ン
ト
に
は
、
信
楽
の
他
に
も

近
畿
圏
を
中
心
に
１
５
０
人
以
上
の
若
手
作
家
の
作

品
が
並
び
ま
し
た
。

　
陶
器
以
外
に
も
ガ
ラ
ス
や
鉄
、
木
工
な
ど
ジ
ャ
ン

ル
も
豊
富
に
、
こ
れ
ま
で
で
最
大
の
規
模
と
な
り
、

来
場
者
は
何
度
も
会
場
を
巡
っ
て
い
ま
し
た
。

　
主
催
者
は
、「
作
家
と
お
客
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
、
直
接
作
品
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
お
客
さ
ん
に
も
良
い
も
の
を
見
つ
け
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
の
生
活
と
文
化
に
ふ
れ
る

ミ
シ
ガ
ン
州
姉
妹
都
市
の
中
学
生

　
５
月
４
日
か
ら
11
日
ま
で
の
８
日
間
、
米
国
ミ
シ

ガ
ン
州
の
姉
妹
都
市
か
ら
、
中
学
生
20
人
が
国
際
交

流
事
業
で
甲
賀
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
生
徒
ら
は
市
内
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
、
日
本
の
家
庭
生
活
を
体
験
し
な
が
ら
、

中
学
校
へ
通
学
し
て
授
業
や
給
食
に
も
参
加
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
信
楽
焼
の
絵
付
け
体
験
、
剣
道
や
茶
道
、

書
道
な
ど
日
本
の
伝
統
文
化
に
も
ふ
れ
、
限
ら
れ
た

滞
在
期
間
の
中
で
、
た
く
さ
ん
の
交
流
や
思
い
出
が

で
き
ま
し
た
。

初
夏
の
里
山
で
自
然
を
満
喫

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森　

森
ま
つ
り

　
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
で
５
月
３
日
４
日
の
両
日
、

「
森
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

自
然
観
察
指
導
員
の
案
内
で
園
内
を
散
策
す
る

「
し
ぜ
ん
さ
ん
ぽ
」
に
は
、
遠
く
は
京
都
や
大
阪
か

ら
も
参
加
者
が
あ
り
、
今
で
は
貴
重
と
な
っ
た
里
山

の
植
物
や
水
辺
の
生
き
物
な
ど
を
観
察
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
ド
ン
グ
リ
や
木
の
枝
な
ど
を
使
っ
た
ク

ラ
フ
ト
体
験
、
園
内
を
１
周
す
る
ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
な
ど
も
好
評
で
、
豊
か
な
新
緑
と
爽
や
か
な

青
空
の
も
と
、
自
然
に
親
し
む
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

「一
いっ

芯
しん

二
に

葉
よう

」心を込めながら

大野小学校全校茶摘み

　大野小学校で５月１２日、全校茶摘みが行われ、約
１４０人の児童と地域のボランティアが近くの茶畑で新
茶を収穫しました。
　地場産業である茶業の体験を通じ、地域への理解
を深めることを目的とした同校の恒例行事で、茶摘み
に慣れた高学年児童が１年生に「一芯二葉」と言われ
る新茶の摘み取り方を伝授する姿も見られました。
　この日収穫さ
れた茶葉は、市
内で今秋開催さ
れる関西茶業振
興大会の品評会
に出品されると
あって、児童ら
は心を込めて丁
寧に新芽を摘み
取っていました。

まっすぐに夢を追いかけて

松
ま つ

若
わ か

 風
ふ う

馬
ま

さん

■騎手を目指したきっかけと実現への道のりは？
　父が装

そう

蹄
て い

師
し

（馬の蹄を管理する専門技術者）で、
小さな頃から馬は身近な存在でした。小学１年生で
乗馬を始め、小学３年生の頃に騎手を目指そうと思
いました。
　平日は水口乗馬クラブ、土日は栗東のクラブに通
い、馬の扱いや基本的な乗馬技術を磨き、体力をつ
けるための走り込みやトレーニングも欠かしませんで
した。家族も自分のチャレンジを見守ってくれていま
した。
　競馬学校の生活はとても厳しいと聞いていたので
すが、僕は本当に馬が好きなので、夢を叶えるため
に我慢や苦労をしたという感覚はありません。好き
なことを、楽しみながら追求してきました。

■騎手になって一番うれしかったことは？
　デビュー翌日の３月２日に初勝利を挙げられたこと
がうれしかったです。後で分かったのですが、その
時騎乗した馬の装蹄を、偶然にも父が担当していた
そうです。

■次の目標を聞かせてください。
　今年は新人賞、将来的には大きなレースで優勝す
ることが目標です。そのために一つひとつ勝ち星を
重ねていきたいです。

　松若さんは市内にある水口乗馬ク
ラブの卒業生。競馬学校を経て、全
国で毎年５人程度という狭き門をくぐ
り今年 JRA 騎手デビューを果たされ
ました。
　小さな頃抱いた騎手への夢を実現
し、次に追いかける目標とは…

地域力の結集で水防力ＵＰ！

野洲川総合水防演習

　平成２６年度野洲川総合水防演習が５月１１日、野洲
市市

い ち

三
み

宅
や け

地先の野洲川河川敷で行われました。国・県・
野洲川近隣７市で組織された実行委員会の主催で、県
内では１２年ぶりの大規模な演習となりました。
　当市からは水防団員（消防団員が兼務）など約 70
人が参加し、堤防をかさ上げして越水を防止する「積
土のう工」訓練を担当しました。
　台風 18号による大規模災害が記憶に新しく、また
出水期を控えていることから、参加者は実践を想定し、
入念に手順を確認しながら土のうを積み上げていまし
た。

▲親子でなかよくクラフト体験

▲作家との会話を楽しみながら作品を選ぶ来場者

▲

お
手
本
を
参
考
に
書
道
に
挑
戦

▲「積土のう工」訓練を行う水防団員

▲新茶の収穫をする児童

▲初
騎
乗
に
臨
む
松
若
騎
手

　151㎝・43㎏と騎手の中でも小柄な松若さん
は、馬への負担軽減や怪我を防止するため、筋
力アップに取り組んでいるそうです。絶え間な
い努力を重ねながら、夢を追い続ける姿が眩し
く感じられました。
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